
B2Cトレーサビリティ実施事例
市場での被害未然防⽌とサイレントチェン
ジ早期発⾒
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B2C事例説明資料

安全点検アプリ
scodt(すこどっと）
での事例です。
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Safety Check On Demand Technology (SCODTⓇ)
世界で始まった製品（食品）B2Cトレーサビリティの最新技術を利用しています。

資料提供デベロッパー TDNインターナショナル株式会社
クラウドサービス提供 一般社団法人APL-Japan

出荷後のさまざまな自動化と効率化、そして万一の不具合対応も
B2Cデジタルトレーサビリティが企業の信頼性に深く関わります。
10年の試験運用が終了したので、事例として内容を報告します。

1. 課題解決に向けたシステムの要件定義概要
2. 製品本体や外箱にGTIN+LOTを組み込んだGS1標準の２次元シンボ
ルを表示

3. 個人情報は当システムでは利用せずアクセス端IDを利用
4. 製品の特定はシステムの耐久性に直結するのでEPC(GTIN+LOT)
5. コンテンツ閲覧サイトはGTIN+LOTで自動生成
6. 出荷後の設定期間になると画面自動切り替え（点検、寿命など）
7. リコールでは本体のGS1-2Dで直ちに対象製品とロットを特定、その
ロットの画面を切り替え通知、アクセスログで通知証跡を達成

8. 国や被害者からの対象品の情報提出要求にもGTN-LOTで直ちにホ
ルダー出力し対応できるなど。

技術説明資料
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• 個人情報に依存しないこのシステムは、平時は事業者がダイレクトに商品所有

者などに説明書、検査証明書など、商品本体のQRコード（レジなどで利用され

るGS1標準を利用）を介して閲覧（不正使用防止のためプレビュー限定）できる。

• 修理点検、期待寿命、消費期限、設計寿命などは設定日時で画面を切り替え、

リコールなどもロット単位で切り替えられる。

• GS1標準では2027年に今の一次元バーコードを２次元シンボルに移行すること

を公表しており、このシステムはそのことを前提にGS1QRやGS1DataMatrix、

GS1 Digital Link(ver.１.４以降）など全てのGS1標準 ２次元バーコードを利用で

きる。
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GS1-2D
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製品への対応 情報の管理PS/PL対応クラウドシステム

B2Cアクセス履歴情報
GTIN+LOT +URL

モバイル最適化された
取扱説明書など

データはGTN+LOT単
位で保管されいつで
即座に探せます。

このシステムは2018年4
月４日の産業構造審議
会の報告書p36でも掲載
されています。
https://www.meti.go.jp/shingikai/sanko
shin/hoan_shohi/pdf/001_02_00.pdf

あらゆるものに使えます。
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GS1標準を利用したデータの長期保管とピッキング
国内管理人に限らず、製造者や販売者は
販売後、いつ起こるかわからない事故や
欠陥による回収、交換などのための情報
を保管しなければなりません。

• 製品情報（取扱説明書）
• 試験成績書
• 安全に関わる回路図、部品図、構造図、
部品などの情報、仕入れ先、販売先、
ロット数など

保管データはGTIN+Lotのホルダーで出力、ロット関連情
報はこのホルダーに入れ自社サーバーで保管

問題のあった製品のQRにはGTINとLotが組み込
まれているので、正しいGS1-2Dは無料アプリ
GS1JapanScanで読み込むと直ちにGTINとロットが
読み取れメール送信できます。

これで先のホルダーを瞬時に探せ国、サプラヤー
とデータ共有ができます。

システムでリ
コール画面に
切り替え直ち
に通知できま

す

GTIN+LOTの
ホルダー生成

１

２

３４
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受発注やEDIなどの通常業務システムとは直接関わりません︕
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製品のQRにアクセスした端末を特定するデバイス
トークンを集積します。
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この履歴が訴訟などに際し通知責任を行っている重要な根拠になります。
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2016.5~2026.1の運⽤実績
• 商品登録数：563アイテム
• 品種：食品、飲料、雑貨、防災用品、家電製品、家具、化粧品、設備機器、建設資材など
• 接続モバイル数 4380台アクセス履歴（Android/iOS)

デバイス
トークン

商品名
GTiN Lot アクセス

⽇時

アクセス
回数
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デバイストークンによる履歴情報ソートでの属性情報解析
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これまでのデジタルマーケティ
ングでは得られなかったユー
ザーの動向もこのシステムでは
履歴情報を利⽤し、新たな販売
戦略が⽴てられます。

l 住宅や施設なども、住宅ごと
の製品のメンテナンス、交換、
買い替えなど、お客様個⼈情
報に依存しない管理が可能に
なります。

l 端末を特定し、⼩規模事業者
も仕⼊れ、出荷などが効率よ
く先⼊れ先出し、在庫管理が
できます。

ノーコードアプリなどを利用し自社製品所有者の
様々な情報を得ることができます。
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• 製品ロットごとのデバ
イスの特定とアクセス
位置情報

• ・アクセス時間から得
られるマッピングなど
での市場動向解析

• 販売計画とそのモニタ
リングの実現

• リコールなどの効果的
な取り組み

出荷後の市場モニタリングの実現

貿易に際しての国内や各国
内代理人との連携には極め
て有効です。

経産省国内管理人などの詳細

https://www.meti.go.jp/product_safety/consumer/pdf/2025Jan_block_setumei.pdf
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製品リコール、被害未然防⽌に資する２次元シンボルの選定について

汎用QRで
任意のURL
などで利用

• 機能拡張性(UX/UI）は不明
• 自動認識には対応しない
• 効果持続性が困難

GS1 2Dの
利用

• 管理者変更リスク
• EU規制に対応不明
• 北米対応不明

• 流通システム対応(B2B)
• POS対応
✴ DigitalLinkはリーダー制限あり

• EU規制限定的
• 北米対応（B2B)
• リコール対応不明

GS1 2D
※ SCODT
の利用

• 流通システム対応(B2B)
• POS対応
• GS1QR/GS1DataMatrixはモバ
イルアプリ必要

✴ DigitalLinkはアプリ不要

• EU規制対応
• 北米対応
• リコール対応
• 製品安全４法、再利
用での回収対応

B2C対応

✴GS1 Digital Linlkは最新のGS1-2Dの自動認識対応リーダーなどでのB2B運用を想定
※ SCODTⓇは発表者の開発したSafety Check On-Demand Technologyの技術名称

B2B対応

１

２

３

QRの選択

選
択
は
設
計
上
の
⽋
陥
に
直
結

Start!
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現在起きている重⼤安全な事案と新たなB2Cを⾏うことでの想定できる効果

事案の内容 現状と課題 B2C効果

モバイルバッテリーを
含むLi電池の発火事
案

① Anker製モバイルバッテ
リーとスピーカーでの大規
模自主回収（2025年）総数
は52万台、正確な回収率
は公表されていない。

「リコール公表＋次モデル
改善＝再発防止」であり市
場にあるリコール品の再発
は防止できない。今後も再
発リスクは大きく残存。

GS-2Dで流通小売から消費
者は自ら所有製品のリコー
ル可否判断ができ返品対応
でき再発防止ができる。

家電製品 ティファールブランドの電気
ケトル28モデル・60製品が
対象。  
対象台数：約418万台とさ
れる大規模リコール。

回収率などは公表されてい
ない。製造期間：2021年10
月〜2024年7月製造と比較
新しいが多くはDPF、EC販
売で追跡できない 。

GS1-2Dをケトルとヒーターユ
ニットに表示すると流通小売
や消費者は自ら所有製品の
リコール可否判断や返品対
応ができ再発防止ができる。

ハンドルロック「一発二
錠」搭載車両：ブリヂスト
ンサイクルおよびヤマハ
発動機が製造

自転車の設計上の欠陥で、
対象製品台数は 合計約 
343 万台。走行中にハンド
ルがロックがされ転倒事故

回収率は公表されず、国も
事故再発がなけれな対応
しない。

自転車はこれ以外に現在も
電池パックでの重大な火災、
リムの欠陥での事故などで
通知ができれば再発防止。
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GPSR/PLD、FSMA204、
国内法対応について

出荷前の検査とPLアド
バイザー初級にて対応
できる部分

PLアドバイザー上級、
インストラクターの対応
可能な部分

SCODTにより出荷後の安
全確保の補完できる範囲

回避できない領域

50％

23％

15％

12％

従来の製造、出荷検査など
での出荷後の品質異常に
ついて対応できる範囲
・国内管理人の責務より判断

2026/1/27
All Righrs Reserved ⓒ PROCONSULTS 2026

14

（リコール回収率、再発などの
データ、APLの専門家育成テキス
トなどによりAIにて解析）

• 使用中止、リコール、寿命などの
リテールバーコードによる製品
B2Cトレーサビリティとでの通知

• GTIN+LOTでのデータ管理
• アクセス履歴（証跡）など
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まとめ
世界が求める製品安全の技術は完成しています。
n 制度解説ではなく正しい経営判断が重要
n 10年運用のB2Cデジタルトレーサビリティで証明
n 通知責任＋証跡取得を実装済み
n GPSR／PLD／製品安全法改正と制度整合
n 実証・制度検証連携に全面的に協力できること

後は「専門知識をもった人材教育」で継続できるBCPを実行すること。

以上
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開発者プロフィール

1949年生まれ
工業デザイナーのR&Dスペシャリストとして
1975年から独立、地上用太陽電池、EL、家
電、通販商材などの開発。海外工場設立運
営、商社などの中継ぎを行ってきた。
1995年PL法施行を受け、開発者として技術的
視点と法的知識を活かし、2015年にPL研究学
会を設立、安全管理システム（コードを光学
的に識別し端末画面をWarningに切り替え
る）の特許を取得、試験実証開始、以後製品
事故未然防止を行うための研究や啓発を行っ
ている。

渡辺吉明
Yoshiaki Watanabe

一社）PL研究学会代表理事
製品リコール研究部会長
一社）APL-Japan 会長
TDNインターナショナル株式会社CEO
R7年度JIS Z82079-1素案策定委員会委員
著作物
• 取扱説明書ガイドライン2022
• 最新！PL対策解説書2022
特許：安全管理システム（日本と台湾）
https://jglobal.jst.go.jp/detail?JGLOBAL_ID=201803019573196358&rel=1
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